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研究成果の概要（和文）：　本研究では、WWW上の存在する様々な医療・健康情報の統合的理解のために、
Twitter等のソーシャルメディア情報を対象に、ジオタグ情報の利用、医療関連キーワードの抽出、マルチモー
ダル解析等について研究を行った。
　ジオタグ情報の利用に関しては、感染症の発生とその位置情報を対応付ける研究を主に行った。医療関連キー
ワード抽出に関しては、病気の症状に関する辞書を改善し、ユーザが病気に感染しているかの判定、および感染
した病名の分類を行った。また、ディープラーニングに基づくグラフの画像理解等のマルチモーダル解析につい
ても研究を行った。

研究成果の概要（英文）：　In this research, in order to comprehensively understand various medical 
and health information existing on the WWW, we conducted extensive research on the use of geotag 
information, automatic extraction of medical-related keywords, and multimodal analysis on social 
media information.
　Regarding the use of geotag information, we mainly conducted research to associate the occurrence 
of infection with its location information. Regarding medical-related keyword extraction, we 
improved the dictionary on the symptoms of the disease, and determined whether the user was infected
 with the disease, and classified the infected disease name. In addition, we also conducted 
multimodal analysis such as image understanding of graph based on deep learning.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、様々な医療機関や企業・省庁等が、
専門的な知識を一般ユーザにわかりやすく
解説する文書をWWW上で提供している。一方、
Twitter 等、ユーザが情報を発信するソーシ
ャルメディアも広く普及し、一般ユーザの医
療に関する発言（たとえば自身の症状や、テ
レビで見た健康情報等）をする機会が増えて
きている。Twitter 等のソーシャルメディア
で発信されるテキスト情報は膨大であり、そ
の量は日々増大している。このような大量の
データ（ビッグデータ）を解析する技術が、
現在、国内外で、盛んに研究されている。な
かでも、単語頻度の時系列解析を利用したバ
ースト性のある単語の発見は、商用システム
をはじめとして多くの技術があり、世間で話
題となっている医療・健康情報の取得に応用
できる。しかしながら、単純に医療に関する
単語を抽出するだけでは、それが自身の病状
に関する発言なのか、一般論に関する発言な
のか等、発言者の意図が不明であるため、必
要のない単語を抽出する可能性が高い。 
 また、Web文書から必要な情報を取り出す
ための技術は、文章を圧縮する「要約技術」
や、検索キーワードに関する部分を取得する
「スニペット生成技術」等が国内外で盛んに
研究されている。しかしながら、これらは主
にテキスト情報のみを対象としており、文章
として書かれていない部分については対応
できない。一方で、医療・健康情報に関して
は、科学的事実の記述が重要であり、その手
段として、数値的情報が多く用いられる。数
値的情報は、文章の中に記述されるものもあ
るが、むしろ、表形式やグラフ等、文章以外
の形式で提供されることが多い。 
 
２．研究の目的 
本研究では、WWW 上に存在する様々な医
療・健康情報に関し、公的機関の Web サイト
等の精度の高い情報と、ソーシャルメディア
等の世の中の関心を強く反映した情報のマ
ッチングを取るための文書解析およびキー
ワード抽出の研究を行う。（「キーワード抽出
部」）質の高いキーワード抽出を行うため、
話者の感情推定結果と地理情報をキーワー
ドに付与する手法や、表形式やキーワードの
地理情報等、他のモダリティとのマッチング
を利用した文書解析手法などを研究開発す
る。（文書要約部） 
 
３．研究の方法 
本研究は、Twitter 等のソーシャルメディ
アを分析し、医療・健康に関するキーワード
を抽出するキーワード抽出部と、WWWから
取得した文書から必要な情報を抜き出す文
書要約部から形成される。 
（１）キーワード抽出部 
キーワード抽出部に関する研究では、

Wikipedia等の既存のテキスト資源からの医
療・健康カテゴリに属する単語の収集、

Twitter の位置情報付きテキストを利用した
地理情報の取得に関し研究を行う。また、
Twitter のような短いテキストからの感情抽
出を行うために、テキストに付与するタグの
種類の検討を行い、タグ付け要員による感情
タグ付けを行う。これを教師データとして、
機械学習などの手法を用いて、適切な感情を
推定するための研究を行う。 
医療・健康関連語の抽出では、構築した辞
書をもとに単語の抽出を行うが、単語マッチ
ングのみで精度が出ない場合は、半教師あり
学習手法を用い、辞書に無い単語でも医療・
健康関連語として認識する手法についても
検討する。 
得られたテキストと地名の対応データか
ら、単語と共起確率の高い地名文字列を抽出
する手法について研究する。網羅性が不足し
ている場合は、位置情報の付与されていない
テキストから、テキスト中の単語を元に位置
情報を推定する手法などについても検討す
る。 
（２）文書要約部 
文書要約部に関する研究では、文書中のグ
ラフや地図等の内容理解を行い、表形式中の
数値データや、抽出したキーワードを地理情
報等とマッチングする手法について検討す
る。また、地図およびグラフからエッジ等の
特徴量に基づき、分類ルールを記述し、地図
やグラフの種類（棒グラフ、円グラフ等）を
判定し、グラフの場所と意味の対応付けを行
う手法について研究する。また、図と表・キ
ーワードの対応付けに関する研究も行う。 
 
４．研究成果 
（１）キーワード抽出部 
①感染症の事実性判定： 
「感染症大腸炎」や「ヘルパンギーナ」等、
主に夏に流行する実際の感染症について、
Twitter における発言を検索し、それぞれの
発言が、実際に発言者の感染を表しているか
どうかの判定（事実性解析）を、SVM によ
る機械学習を用いて行った。それぞれの精度
は、ヘルパンギーナ：83.75、おたふく風邪：
66.25、感染性胃腸炎：79.75、流行性結膜炎：
72.00、マイコプラズマ肺炎：84.00、プール
熱：68.50、手足口病：67.75 となり、「おた
ふく風邪」や「手足口病」等、子供の感染症
の精度が低くなる傾向にあることがわかっ
た。これは、子供の友達等、発言者と関係の
ない児童の感染についての発言が多く、その
ような発言の特徴が、正例と区別しづらいと
いう理由によるものと思われる。 
 
②位置情報推定に関する研究： 
感染症の発生と、その位置情報を対応付ける
ための研究を行い、ユーザの Twitter上での
発言をもとに、それが実際に当人の感染を示
しているかの判定および、そのユーザが住ん
でいる場所の推定を機械学習により行う研
究を行った。さらに、当該感染症名を発言し



ているユーザ数を、実際に日本地図上に表示
するシステムを作成した。（図１） 
 
図１．感染数マッピング例 

 

また、Twitter のジオタグを利用するための
手法について研究を進めた。具体的には、地
域を限定した tweet（テキスト）集合を対象
に単語抽出を行い、地域特有の単語を得るこ
とができることを確認した。その他の手法と
して、発言者のプロフィール情報と発言内容
の関連を学習する手法を提案した。これによ
り、例えば、発言者が徳島在住である場合と
ない場合との違いを単語ベクトルの特徴と
して得られ、発言者の居住地推定に効果を発
揮することを確認した。 
 
③病気に関連する単語の辞書構築： 
病気の兆候・症状と思われる語を取得し、辞
書を構築した。ユーザが病気に感染している
かを判定するために,事実性解析を用い,解
析後データの収集を行う。事実性解析により,
ツイートが病気に感染していると判定され
た場合、そのツイートを投稿したユーザのそ
れ以前のツイートの検出を行う。この事実性
解析には、SVM を用いた機械学習による解析
を用いて行う。検出したツイートに対して形
態素解析を行い、名詞・形容詞・動詞に分類
された語を病気の兆候・症状として抽出する。
この取得した語に重み付けを行う。このさい、
word2vec と医学辞書を用いて重み付けを行
う。この辞書は,病気に関する情報をまとめた
Webサイトを利用して作成している。使用す
るベクトル値のモデルは、Wikipedia辞書を
用いる。ベクトル値を用いて類似度計算を行
い、算出した値の中から最大となる値を重み
として扱う。 
本研究では実験対象として、このデータベ
ースを冬季に流行する病気である「感染性胃
腸炎」、「RS ウイルス感染症」、「流行性耳下
腺炎(おたふく風邪)」、「伝染性紅斑(りんご
病)」、「流行性角結膜炎(結膜炎)」、「気管支炎」、
「水痘(水疱瘡)」、「アレルギー性鼻炎」、「マ

イコプラズマ肺炎」、「喘息」の 10 種類の構
築を行う。システムに判定したいユーザの
Twitter_ID を入力することで、その人物のタ
イムラインの抽出を行う。タイムライン上の
ツイートに対して、形態素解析を用いて語の
抽出を行う。その語に対して、辞書を用いる
ことで、その人物が感染していると思われる
病気を出力する。病気の判定には、出現した
語に対しての重みの平均値を用いる。10種類
の病気の症状辞書を用いて、それぞれ重みの
算出を行い、値が一番高い病気に感染してい
るとする。 
入力した情報に対して望ましくない結果
が出力される場合がみられた。これを誤分類
判定とし、表１に各病気において最も誤分類
された病気を示す。 
 
表１. 誤分類結果(各病気) 
病名 誤分類病名 

感染性胃腸炎 おたふく風邪 
RS ウイルス おたふく風邪 
おたふく風邪 喘息 
りんご病 おたふく風邪 
結膜炎 アレルギー性鼻炎 
気管支炎 喘息 
水疱瘡 アレルギー性鼻炎 
アレルギー性鼻炎 結膜炎 
マイコプラズマ肺炎 RS ウイルス 
喘息 アレルギー性鼻炎 
 
誤分類の原因として、データベース上に、
病気に感染しているか感染していないかに
関わらず、一般的に使用されている語が存在
している。この語の重みを減少させることに
加え、その病気特有の語に関しては、重みを
増加させることでシステムの精度向上につ
ながると考えられる。 
 
④病気以外の健康情報への応用： 
SNS から取得できる健康情報の種類の拡張
も行った。具体的には、病名だけでなく、「肩
こり」等の体調の好不調に関して、ユーザが
当該症状を有するかどうかを推測するため
の手法の開発を行った。また、その他の健康
情報として、体重の増減に着目し、ユーザの
体重の増減を、Twitter 上での発言から推定
するための研究を行ったほか、体重の増加・
減少に関する情報の取得に関して、体重増加
の原因を推定するための手法について研究
を行った。また、体重のほか、睡眠時間に関
する研究も行った。具体的には、発言の投稿
時間から、発言者の大まかな睡眠時間を推定
し、睡眠時間が短い発言者の特徴を推定する
ための研究を行った。 
また、Twitterユーザの性格推定、および、
性格に特徴的な単語を抽出するための研究
を行い、性格と健康状態の関連という新たな
研究に繋がる可能性を得られたほか、SNS上
で多く観測される俗語に関して、その感情を
推測するための研究を行った。そのほか、文



を sentence2vec によりベクトルに変換し、
ニューラルネットワークにより感情を分類
する手法を適用し、特に、中間層を２層とし
た場合に分類精度を向上させることができ
るという知見を得た。 
 
（２）文書要約部 
①表形式の理解： 
表形式と周辺文章のマッチングを行うため
の新たな確率モデルを開発し、表形式中の数
値単位推定タスクにおいてその有効性を確
認した。また、Web 文書中の表形式を Deep 
Learning の手法に適用するためのベクトル
表現（分散表現）に変換するための手法につ
いて研究を行った。 
 
②グラフの画像理解： 
グラフの画像理解に取り組んだ。具体的には、
自治体等の発表するインフルエンザに関す
る情報を対象として画像を収集し、その中の
グラフを理解する手法の開発を行った。本研
究では特にカラーの折れ線グラフに焦点を
絞り、先行研究と同様に、画像を HSV 形式
に変換し、色相の高い部分を抽出することで、
折れ線の抽出ができることを確認した。また、
既存の OCR ライブラリを併用することで、
軸や項目を抽出し、グラフで示された値をあ
る程度の精度で抽出できることを確認した。
しかしながら、正確性・網羅性についてはま
だ課題が残るため、今後もさらに研究が必要
である。また、深層学習を用いた特徴推定と
して、図表に近い画像として、物件の間取り
画像を扱い、間取り画像への自動彩色という
研究に取り組んだ。深層学習により得られた
特徴量を検討することにより、高度な線画理
解へつなげることができると考えられる。ま
た、画像の形状分類の一種として、時計画像
を対象に、円形・四角形等の形状へ分類する
ための手法についても研究を行った。特に、
グラフの形状分類への応用に効果を発揮す
ると考えられる。その他、画像の特徴量理解
に役立つ画像生成モデル GAN を用いて、顔
画像認識や衣服を題材に、画像からの特徴抽
出に対する研究を行った。 
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